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（株）古垣建設

• 北海道余市郡余市町入舟町
• 創業 昭和４８年 資本金 ２千万円

• 従業員数 ４５人 年 商 ３．５億円

• 土木・建築・とび土工・舗装・造園・機械開発・リース

ウエダ産業（株）
• 大阪府茨木市沢良宜西
• 創業 昭和６１年 資本金 １千万円

• 従業員数 30人 年 商 ３億円

• コンクリート二次製品各種吊具製造・販売
• 建設機械アタッチメント開発・製造・販売・リース



現場内リサイクルで二酸化炭素排出量７０％７０％

削減削減

再生クラッシャーラン製造工（脱着式）再生クラッシャーラン製造工（脱着式）

コスト７０％７０％削減削減をし、かつ施工条件を選ばな
い （機械の調達、機械の機動性、機械の操作
性、機械の保守 メンテナンス性）

２００８（Ｈ２０・５月国交省ＮＥＴＩＳ登
録）

登録番号 ＨＫ－０８０００３－Ａ



バックホウバックホウ（山積（山積0.80.8ｍｍ３３））
装着作業状況装着作業状況

骨材製造機骨材製造機 ＦＵ－７０ＦＵ－７０



省スペース、低コストで再生骨材をつくる

再生クラッシャーラン製造工（脱着式）再生クラッシャーラン製造工（脱着式）
登録番号 ＨＫ－０８０００３－Ａ
技術概要

小規模工事・借置き場設定困難な工事等様々な現場で
発生するコンクリート塊（有筋、無筋)岩石を、現場内で
バックホウ（山積0.8ｍ3）１台と再生骨材製造機（バック
ホウアタッチメント１台にて簡易に再生骨材とし、路盤材、
基礎材、盛土材として現場内利用を図ることができる技
術である。

課題解決への有効性

工事コストの削減、輸送車両減による道路・住民環境の
改善、道路メンテナンス費の削減、排気ガス（CO2等）
の低減等の改善が図られ、自社施工も可能で簡易に再
生骨材を製造できる。



コスト７０％コスト７０％削減削減の内訳 （１ｍ3当り）
【 従来施工費 】
積込・運搬費 １．０ ｍ3  ×１，６５０ ＝ １，６５０ ①

処分費 ２．５０ ｔ ×１，５００ ＝ ３，７５０ ②

材料費 １．５７ｍ3 ×２，２００ ＝ ３，４５４ ③

合 計 ①＋②＋③ ＝ ８，８５４

①＋② ＝ ５，４００

骨材再生費 １．０ｍ3 ×２，５９０ ＝ ２，５９０

【 新技術施工単価 】



【 新技術工法 】工事費内訳書（直接工事費）

バックホウ運転費 ２．３８１日×５０，５９０＝１２０，４５５

破砕機（ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ） ２．３８１日×４５，２００＝１０７，６２１

人件費 ２．３８１人×１３，１００＝３１，１９１

諸雑費 １式 ＝ ３３

合 計 ２５９，３００ （１００ｍ3当り単価）

２，５９０ （１ｍ3当り単価）



二酸化炭素排出量二酸化炭素排出量７０％７０％削減削減の内訳（100ｍ3当
り）

● 現場→中間処理施設 Ｌ＝10.0Km
10ｔダンプ１台→3.37日 3.37日×76㍑＝２５６㍑
● 中間処理施設破砕
ﾊﾞｯｸﾎｳ（1.0ｍ3） １台 １日当り８６ｍ3 / １２２㍑

１００ｍ3 / １４２㍑
● 破砕機（開き９２５mm、幅４５０mm）

１日当り８６ｍ3 / １６９㍑
１００ｍ3 / １９７㍑

●骨材購入→現場 Ｌ＝10.0Km
10ｔダンプ１台→3.0日 3.0日×76㍑＝２２８㍑

合計 ２２８㍑

ＣＯＣＯ22総排出量総排出量 ２１４０ｋｇ２１４０ｋｇ



新技術新技術
再生クラッシャーラン製造工（脱着式）再生クラッシャーラン製造工（脱着式）

● バックホウ（0.8ｍ3） １台

１日当り ４２ｍ3/ １０８㍑
１００ｍ3 ２５７㍑

ＣＯＣＯ22総排出量総排出量 ６６８ｋｇ６６８ｋｇ



現在の骨材製造機の構造としくみ現在の骨材製造機の構造としくみ

◆破砕方式 ～ジョークラッシャー～（圧劣破砕機）

利点

・ 大きな塊を１度で破砕

・ 高強度のものも破砕し、製造能力が高い

・保守メンテナンスが容易で安価



固定ｼﾞｮｰ歯

可動ｼﾞｮｰ歯

排出口

ﾌﾗｲﾎｲﾙ

ﾓｰﾀー

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

可動ｼﾞｮｰ歯の可動ﾗｲﾝ

ﾄｯｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾗｲﾎｲﾙ

Ｖﾍﾞﾙﾄ

ジョークラッシャーの構造断面図ジョークラッシャーの構造断面図



ﾌﾗｲﾎｲﾙ

Vﾍﾞﾙﾄ可動ｼﾞｮｰ歯

固定ｼﾞｮｰ
歯

ﾓｰﾀｰ

ﾄｯｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾄ

ｶｳﾝﾀｰｳ
ｴｲﾄ

モーター駆動のしくみ

〔〔 駆動のしくみ駆動のしくみ 〕〕 Ｖベルト駆動方式Ｖベルト駆動方式
＊モーターからＶベルトを介して駆動軸を回転させる

＊モーターの回転力を利用する機械は全てこの方式を
採用



Ｖベルト駆動方式の問題点

１）バックホウから破砕に回す出力には限度がある。

ﾊﾞｯｸﾎｳ定格出力（１０５ｋｗ）内利用できるのは（６０ｋ
ｗ）

２）トルク（回転力）を伝えるのにＶベルトが複数本必要
通常５～６本

３）トルク伝達効率が低下する９５％

４）保守、メンテナンスが困難（テンション調整・Ｖベルト交換）

５）負荷がかかった場合、ベルトが滑る。よって停止する

６）モーターの逆回転が出来ない為、噛込んだまま停止

７）最大の問題は、回転数が下がったまま破砕する。



２６０回転 /分 必要 １秒間に4.33回開閉

回転数が落ちると…

骨材落下時間が大きくなり、品質保持が難しく
なる等‥‥

全て解決

Ｖベルトを利用しない駆動方式の開発

『『油圧モータシャフト直結方式油圧モータシャフト直結方式』』



「油圧モータシャフト直結方式」「油圧モータシャフト直結方式」
開発技術の構造ー１

可動ｼﾞｮｰ
歯の可動ﾗ
ｲﾝ



• 出席者の要望に応えるアクションを明示

油圧モーター詳細
図

シャフト回り詳細
図油圧モ

ーター
シャフ
ト

開発技術の構造－２

ｼｬﾌﾄ回り詳細図



利点

◆ トルク（回転力）を直接伝える為、回転力が
高く負荷がかかってもトルクが下がらない

◆逆回転が可能

噛込んだ場合・回転数が落ちた場合、瞬時に
逆回転で対応

◆ 保守・メンテナンスフリー

◆ コンパクト化の実現



歯の駆動ビデオ



開発したバケットクラッシャーの全体構造



函館開発建設部発注
奥尻港物揚場（北）その他工事

小樽開発建設部発注
一般国道２７６号喜茂別町
鈴川線形改良他一連工事



動画


